
北海道農業協同組合中央会

平成 28年 2月



yyyy

目 次

……………………………………………

…………………………………………

…………………………………

………………………………………………

…………………………………………

……………………………………………

……………………………………………

…………………………………………

●はじめに

●事例報告

〈道　南〉　新函館農業協同組合

〈後　志〉　ようてい農業協同組合

〈日　胆〉　とまこまい広域農業協同組合

　　　　　鵡川農業協同組合

〈石　狩〉　新篠津村農業協同組合

〈空　知〉　美唄市農業協同組合

　　　　　新砂川農業協同組合

〈上　川〉　上川中央農業協同組合

●飼料用米関連資料

1

3

5

7

9

11

13

15



は じ め に

　わが国の米消費量が減少し、今後も厳しい需給環境が想定されている中、平成 27 年

３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」では、食料自給率向上に加え、需

要に応じた米生産の推進や水田のフル活用を掲げ、平成 37 年の飼料用米生産努力目標

を 110 万トンとし、その確実な達成に向けた水田活用の直接支払交付金など必要な支援

を行うことが明記されました。

　また、ＪＡグループ北海道や関係機関・団体等で平成 26 年 11 月に策定した北海道水

田農業ビジョンでは、水稲作付面積の維持・確保に向け、非主食用米作付面積の減少分

を補うため、加工・備蓄米への需要拡大が難しい中、今後の需要が期待される飼料用米

への取り組みを図ることとしています。

　全道的に飼料用米の取り組みが始まったのは、水田等有効活用促進対策や需要即応型

生産流通体制緊急整備事業の対象作物となった平成 21 年頃であり、これまで各地域が

創意工夫のもと行ってきました。最近では道内における取り組みも新聞や冊子で取り上

げられる様になりましたが、まだまだ手探りの部分もあります。

　このため、飼料用米の作付けが本格的に始まった今、改めて道内における飼料用米の

取り組みを把握し、今後さらなる生産の拡大が見込まれている飼料用米の取り組みに活

用していただくとともに、現場での課題や政策支援に対する要望等への反映を目的とし

て本調査を実施いたしました。

　当冊子では道内で飼料用米の取り組みを先駆的に行っているＪＡを対象に、飼料用米

生産の背景・経緯や作付概況、受け入れから出荷までの流れ、そして今後の課題等、各

ＪＡにおける取り組みを中心に掲載しております。

　この事例集が飼料用米の今後の取り組みに少しでも参考となる様、広く活用いただけ

ることを期待します。

平成 28 年 2 月　　　　　　

北海道農業協同組合中央会



新函館農業協同組合
〈道南地区〉
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飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 83ha 4,723ha

26 年産 7.8ha 4,770ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

平成 24 年から、水張転作の選択肢の一つとして取り組みを始めたが、平成 26 年以前は••
ほとんどの生産者が安定供給の観点や手取り確保に向けて加工・備蓄米に取り組んだた
め、飼料用米の作付けはほとんど無かった。しかし、平成 26 年に飼料用米が数量払いに
なると徐々に作付面積が増加したことから、本格的な取り組みが想定される平成 27 年に
向け、ＪＡとしての飼料用米に対する取扱いや対応方針を各種会議を通じて生産者に提示
した。

ＪＡとして、27 年産では飼料用米の作付けを行った方が生産者の収入が上がる可能性を••
示す一方、28 年産以降の飼料用米の販売動向や政策支援については不透明であり、加工・
備蓄米の需要や価格安定性から同じ水張転作でも加工・備蓄米を優先するという考えを
示した。また、飼料用米を取り組む生産者に対し、この先加工・備蓄米の手取りが飼料
用米より高くなったとしても、飼料用米を作り続けることを前提条件とした。

◆作付概況

〈管理方式〉
一括管理および区分管理••
→ 6割以上が一括管理で作付けを行っている。区分管理は品種・ほ場・刈取り・乾燥
　等全て主食用と区別して作業する手間などがあり、ＪＡとしては一括管理の方が主食
　用米と同等に作業出来る点等のメリットがあると説明している。

〈飼料用米作付品種〉
一括管理では主食用品種での作付けを行っており、区分管理では「大地の星」や「たちじょ••
うぶ」等での作付けを行っている。

〈作付形態〉
移植栽培••
→基本的に移植栽培であるが、区分管理では一部直播栽培も行っている。

◆飼料用米作付面積



● 新函館農業協同組合
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◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
ＪＡでは、施設利用料が掛かり品代がほとんど無くなることから、施設での受け入れを行っ••
ておらず、その方針も早い段階から決めていた。よって飼料用米は生産者が水分を 15％
以下に乾燥調製を行う自己完結型で取り組んでいる。

〈保管方法〉
フレコン保管••
→ＪＡの各支店では生産者からバラで預かり、フレコン（1,020kg）に詰め替え、保管し
　ている。

〈出荷方法〉
フレコン出荷（一部バラ出荷）••
→コンタミ防止の観点から、基本的にフレコンでの出荷を行っている。

◆サイレージ等の取り組み

行っていない••

◆その他

木古内町のあか牛農家 4戸では、「はこだて和牛」のブランド認知度が高まることを狙い、
平成 27 年から試験的に配合飼料の一部と飼料用米との置き換えを始めている。

直播栽培は低コスト・省力化の技術と謳われているが、安定して収量を上げることが難••
しく、また適切に防除を行わないと隣接するほ場にまで病害虫が発生する恐れもあり、
技術の普及について不安がある。

水稲作付面積の維持は今後も積極的に行う考えだが、飼料用米という選択にはこだわら••
ず、加工・備蓄米も視野に入れて取り組む。今後も主食用米、加工・備蓄米と飼料用米
の手取りの平準化が進まなければ、交付水準が高い飼料用米は増加することが考えられ
る。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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ようてい農業協同組合
〈後志管内〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 164ha 2,377ha

26 年産 53ha 2,363ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

ＪＡとしてはまず主食用米の面積を守った上で、水張転作については自由に作付けを行っ••
て良いこととしている。飼料用米に関してもＪＡで推進を行ったわけではなく、組合員が
自由に手挙げした結果、飼料用米の手取りが高いことから 27 年産は 26 年産と比べ加工・
備蓄米の作付面積が減少し、飼料用米が増加した。

◆作付概況

〈管理方式〉
一括管理および区分管理••
→管理方式は組合員に任せているため、組合員ごとに異なり、一括管理による作付け
　は 66ha、区分管理による作付けは 98ha である。

〈飼料用米作付品種〉
作付け品種は定めておらず、主に主食用品種での作付けを行っている。

〈作付形態〉
移植栽培••
→飼料用米は全て移植栽培による作付けであり、直播栽培による作付けは行われていない。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
ＪＡの施設は倶知安支所とニセコ支所に保管倉庫がある。また、蘭越支所にはバラ受け調••
製施設があるが、生産者個人で乾燥調製を行える設備が整っているため、施設でのバラ
受けは行っておらず、保管のみ行っている。

ＪＡでは乾燥調製は行わず、生産者が籾摺り、乾燥調製を行い、玄米で水分 16％以下の状••
態でフレコンに詰めてＪＡに搬入し、数量を計測している。

◆飼料用米作付面積
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● ようてい農業協同組合

〈保管方法〉
フレコン保管••
→ＪＡの支所では、生産者が不定量のフレコンで持ち込んだ玄米をＪＡ職員が 1,020kg
単位に調整し保管している。

〈出荷方法〉
フレコン出荷••
→バラ出荷は行っておらず、全てフレコンで出荷している。

◆サイレージ等の取り組み

行っていない••
→可能性があるとすればソフトグレインサイレージ（以下ＳＧＳ）であるが、現在のとこ
　ろＪＡとしては機械投資をしてまで取り組む予定は無い。また、現時点で地域内流通
　が見込めないことから地域外へ輸送する必要があり、更にコストが掛かることが想
　定される。

各支所の施設では、不定量でフレコン受けしたものをＪＡ職員が 1,020kg のフレコンに重••
量をそろえて保管するため、今後取扱数量が増加すると、毎回計量・調整する作業では
対応に限界があると考えている。

また、飼料用米の取り組み数量が増えたとしても、米総体の作付面積が変化することは••
ないことから、現時点では飼料用米に関する施設整備は行わず、既存の施設での対応を
考えている。

飼料用米の作付面積は 26 年産が 53ha だったのに比べ、27 年産は 164ha と作付面積が大••
幅に増加した。今後も交付水準の現状維持を前提として考えれば、加工・備蓄米が減り、
飼料用米が増加すると考えられる。

各支所の施設でのフレコン受け入れ後の重量調整では、今後作付けが増加した際にＪＡ職••
員による調整には限界があるため、施設での受け入れも視野に入れている。

飼料用米は収量を上げてこそ価値があると考えていることから、地域の気候に合った多••
収性品種が登場した際に活用を検討したいと考えている。ただ、実際に作付けしなけれ
ばわからないが、熟期が遅ければ十分な活用は難しいと考えている。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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とまこまい広域農業協同組合
〈日胆地区〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 213ha 2,526ha

26 年産 45ha 2,504ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

ＪＡとしては主食用米の生産を第一に考えているが、生産数量目標を遵守するため、加工・••
備蓄米による水張転作を行ってきた。畑転作は、一度畑にしてしまうと復田するのに多
大な時間と費用がかかってしまうため、生産者の意向もあり基本的に加工・備蓄米の水
張転作を行い、更に選択肢の一つとして飼料用米が加わり、作付けが始まった。

◆作付概況

〈管理方式〉
一括管理••
→ＪＡの施設では貯留ビンの数も限られており、生産者ごとの管理が出来ないため、一
　括管理で行っている。

〈飼料用米作付品種〉
一括管理という点から、特定品種での作付けは行っておらず、主食用米品種で作付けを行っ••
ている。27年産米の作付け品種は「ななつぼし」が 6 割、「ゆめぴりか」が 1割強、「きらら
397」が 1割を占めている。

〈作付形態〉
移植栽培••
→飼料用米は全て移植栽培で作付けを行っている。直播栽培は低コスト・省力化技術
　として取り上げられているが、実際は防除対策を行わないと隣接するほ場に病害虫
　が発生する恐れがあることから、大幅なコスト削減にはつながらないと考えている。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
厚真支所、早来支所、追分支所には乾燥調製施設があり、そこでは半乾籾をバラで受け••
入れ、籾摺り、乾燥調製を行っている。穂別支所では乾燥調製施設がないため、生産者

◆飼料用米作付面積
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● とまこまい広域農業協同組合

自身で乾燥調製を行ってもらうか、穂別以外の支所で乾燥調整するかの 2通りの方法で
行っている。

〈保管方法〉
フレコン保管（一部紙袋保管）••
→倉庫は厚真支所、早来支所、追分支所、穂別支所の 4か所にあり、飼料用米の保管
　を行っている。ＪＡの乾燥調製施設を利用した飼料用米はフレコンのまま倉庫に保管
　するが、生産者が乾燥調製を行ったものは、飼料用米専用の紙袋（30kg）でそのまま
　保管している。また、倉庫には飼料用米以外の作物も保管しており、収容量に余裕
　がないため、飼料用米は一部を除いて通年での保管は行っておらず、3ヶ月程で出庫
　することを前提とした契約を出荷先と結んでいる。

〈出荷方法〉
バラ出荷••
→出荷方法は全てバラ出荷で行っている。紙袋も全てＪＡで開袋してから出荷する。

◆サイレージ等の取り組み

行っていない••
→サイレージ化については現時点では考えていない。

主食用米を含めて取扱い品種が多く、現時点で倉庫の収容量には空きがほとんどない状••
況であり、更に多収性専用品種などが加わると、一時保管であっても空きが無くなるの
で対応を検討している。

ＪＡとしては主食用米の生産が第一という考えではあるが、畑転作も難しい土地で、加工••
用米、備蓄米、飼料用米の水張転作から選ぶことを考えると、現在の交付水準の継続を
前提とすれば、選択肢の一つとして飼料用米の作付けは今後も増加すると想定している。

倉庫保管については今後も長期間に及ぶ保管を検討しておらず、飼料用米に限っての保••
管倉庫の増設は考えていない。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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鵡川農業協同組合
〈日胆地区〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 177ha 854ha

26 年産 103ha 883ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

平成 21 年に飼料用米の助成金額が高水準であることから、水張転作の選択肢の一つとし••
て飼料用米の生産を検討していたところ、同年に飼料業者から「飼料用米を作らないか」
という話を持ちかけられ試験栽培を始めた。もともと飼料用米は出荷先の確保が出来次
第、生産を行う方針であったため、平成 22 年より飼料業者を出荷先として本格的に作付
けを始め、27 年産で 7年目の作付けとなる。

◆作付概況

〈管理方式〉
区分管理••
→一括管理では、施設で扱う際に作業が煩雑になることから、作業効率向上の観点に
　加え、組合員の手取りも重視しているため、全量区分管理で作付けを行っている。

〈飼料用米作付品種〉
「ななつぼし」が 3割程で、他には「きらら397」、「ほしのゆめ」等で作付けを行っている。••

〈作付形態〉
移植栽培••
→直播栽培は地域の寒い気候に適していないため、全て移植栽培で作付けを行っている。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
ＪＡの農業倉庫は全 13 棟あり、そのうち 7棟••
を米で利用している。さらに飼料用米はその
うち 1 棟で利用しており、フレコンで 1,000
袋は保管が可能。

受け入れはＪＡのカントリーエレベーターで••
行っており、籾と玄米両方で受けることが出

◆飼料用米作付面積

▲ＪＡむかわのカントリーエレベーター
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● 鵡川農業協同組合

来る。籾は本乾燥、半乾、生のどの形態でも受け入れ可能であり、生産者から受け入れ
る際にどの形態か直接確認し、貯留ビンを変えて保管する。水分を 15％以下に乾燥調製
した後、籾摺りを行う。本来であれば主食用米の受け入れ完了後に飼料用米の受け入れ
を行うが、早期に数量の確定まで行わなければ年内の交付金支払いに間に合わなくなる
ため、主食用米と並行して受け入れを行っている。

〈保管方法〉
フレコン保管••
→全てフレコンで倉庫に保管している。

〈出荷方法〉
フレコン出荷••
→出荷先に関わらず全てフレコンでの出
　荷を行っている。バラ出荷に関しては
　貯留ビンからの直接搬入やフレコンの
　開袋によるバラ化も不可能ではないが、
　取扱い数量が多いため現在は行ってい
　ない。

◆サイレージ等の取り組み

行っていない••
→取り組むのであればホールクロップサイレージ（以下ＷＣＳ）ではなく、近年需要が高
　まっているＳＧＳが考えられるが、倉庫に空きがないことや、出荷先の確保が出来て
　いないなどの問題があるため、現時点で行う予定はない。

飼料用米は全てフレコンで管理しており、紙袋と異なり積み上げには限界があるため、••
倉庫の上層までの活用が難しく、それに加えて近年では畑転作から飼料用米の作付けに
転換する生産者も増えていることも倉庫の空きがなくなってきている要因の一つであ
る。しかし、現時点では飼料用米に限っての倉庫を新設することは考えていない。

飼料用米に限らず、その時の販売価格や交付水準次第で、手取りが一番良い作物を生産••
しようと考えている。飼料用米は現在の交付水準が今後も継続するのであれば作付けの
増加も考えられるが、今以上水稲の作付けを増やそうにも大豆や麦の作付や施設との兼
ね合いもあり、現在の作付面積が限界に近い状態であるため、これらを総合的に考慮し
て今後の展開方向を検討していくこととしている。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）

▲倉庫には飼料用米がフレコンで保管されている
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新篠津村農業協同組合
〈石狩管内〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 45ha 2,471ha

26 年産 0ha 2,514ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

26 年産までは特に備蓄米の手取りが高く、水張転作も加工・備蓄米を中心に作付けを行っ••
ていたが、飼料用米の助成金額が高水準となったことから、27 年産から飼料用米の作付
けが始まった。ただし、ＪＡとしては加工用米の複数年契約を締結していること、加工用
米に取り組むことによって主食用米の全道共計販売単価の維持・向上につながることを
説明し、組合員には従来どおり加工・備蓄米を優先的に取り組むよう理解を求めている。

◆作付概況

〈管理方式〉
区分管理••
→加工用米や備蓄米は主食用米の延長線上にあるという認識であるが、飼料用米は麦・
　大豆・飼料作物と同様、転作作物の一つとして捉えており、飼料用米は他の水張転
　作（一括管理）とは完全に区別し、ほ場単位で取り組む区分管理としている。

〈飼料用米作付品種〉
「大地の星」や「きらら397」での作付けが多い。••

〈作付形態〉
移植栽培••
→収量を安定的に確保するため、移植栽培での作付けを推進している。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
新篠津村のカントリーエレベーターにおいて籾で受け入れ、乾燥調製を行っている。受••
け入れは水分 18％以下の籾の状態で、品種ごとに区分しバラで受け入れ（貯留ビンへの
搬入は品種区分なし）、水分を 15％以下になるよう乾燥調製を行っている。また受け入れ
時期は主食用米とのコンタミを防ぐ観点から、主食用米の受け入れ終了後（11 月中旬）か

◆飼料用米作付面積
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● 新篠津村農業協同組合

ら実施している。

〈保管方法〉
フレコン保管••
→飼料用米の取扱数量が少ないので、全てフレコンで保管している。

〈出荷方法〉
フレコン出荷••
→作業性を優先し、フレコンで出荷している。

◆サイレージ等の取り組み

個人で行っている••
→ＷＣＳは 1戸が 2ha で直播栽培により行っているが、個人による自家消費のため耕畜
　連携助成は受けていない。

基本的には移植栽培で収量を確保することに重点を置いているが、今後 1戸当たりの経••
営面積がさらに拡大し、生産者の水稲育苗施設に限界が生じる可能性もあることから、
直播栽培での取り組みも検討していく必要がある。

今後、飼料用米の作付面積が増えていくとすると、フレコン出荷ではなく施設からのバ••
ラ出荷とそれに伴う設備投資への検討も必要となる。

現状の交付単価では飼料用米の収入が高水準であり、生産者個々の選択としては飼料用••
米による水張転作が拡大していく可能性はある。しかしながら、飼料用米の政策支援が
いつまで継続されるかにより、今後の作付状況は変化すると考えている。ＪＡとしては飼
料用米の交付水準が減少した場合に備えて、現状としては加工・備蓄米の作付面積と販
売先をできる限り確保しておきたい考えである。

また、施設に関しては、現在の取扱数量であれば既存施設での対応が可能であり、基本••
的には今後も設備投資をせずに対応する予定である。

ＪＡでは麦・大豆を組み入れた田畑輪換による輪作体系を推進しており、畑作物の連作障••
害回避と復元田による生産コスト低減が経営にもたらすメリットの方が大きいと考えて
いる。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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美唄市農業協同組合
〈空知管内〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 172ha 2,398ha

26 年産 32ha 2,526ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

組合員戸数の減少や規模拡大に対応した省力化の必要性に加え、基盤整備後のほ場で生••
産した米のタンパク値低減対策の必要性をきっかけとして、平成 22 年よりバイオ燃料用
米の作付けを、平成 23 年からは飼料用米・米粉用米の作付けを始めた。

ＪＡでは 30 年産以降の生産調整の見直しを見据え、需要に応じた主食用米の生産と、水••
田を最大限有効活用する多様な非主食用米（加工用米、備蓄米、飼料用米、米粉用米）の
生産により、水張面積を維持しつつ組合員の所得確保を第一義とした多様な選択肢を提
供している。

◆作付概況

〈管理方式〉
区分管理••
→全て区分管理である。

〈飼料用米作付品種〉
「たちじょうぶ」、「ほしまる」等••
→「たちじょうぶ」での作付けが 113.9ha。残りは「きらら 397」や「きたくりん」等
の　移植品種と「ほしまる」を中心とした直播品種の作付けを行っている。

〈作付形態〉
主食用品種での移植栽培は 13.8ha、直播栽培が 44.5ha である。また、「たちじょうぶ」は••
全て移植栽培である。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
ＪＡのライスセンター（らいす工房びばい）と各地域のミニライスセンターで分散し、乾燥••
調製作業を行っている。ライスセンターでは半乾籾の状態で受け入れを行っており、地
域のミニライスセンターでは生籾で受け入れ、水分を 15％以下に乾燥調製の後、ＪＡへ

◆飼料用米作付面積
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● 美唄市農業協同組合

出荷、検査し保管している。

〈保管方法〉
フレコン保管••
→出荷先からは全てバラ出荷での要望とは限らないので、どの出荷形態にも対応でき
　るようフレコンで保管している。

飼料用米は区分管理で行っているため、ライスセンターのサイロが受入重量相当の空き••
が出来てから飼料用米の受け入れを開始する。空きが出来るまでは、普段は雪をためて
おく倉庫に一時保管しているが、更にそれでも不足するため、300t 収容できる倉庫を改
装し、飼料用米の一時保管庫としている。

〈出荷方法〉
フレコン出荷およびバラ出荷••
→出荷方法はフレコン、バラどちらでも出荷先の希望に応じ対応。バラ化の開袋作業
　はリフトで行う。

◆サイレージ等の取り組み

行っていない••

主食用米の受け入れ終了後、ライスセンターのサイロに受入重量相当の空きが出来るまで••
保管しておく一時保管庫が不足している。また、飼料用米は大豆の収穫時期と重なって
しまうため、主食用米と飼料用米の刈取り時期の差だけでは対応が出来ない実態にある。

ライスセンターでは主食用米を含む多種多様な品種を扱い、品種ごとに区別し受け入れ••
るため、サイロ 1つの収容能力に余裕があったとしても、他のサイロを使用する必要が
あり、空きが生じるまで時間を要することが課題となっている。

基本的には飼料用米も含め、ＪＡの振興計画に沿って作付けを行っている。問題は、飼料••
用米の政策支援が今後も続くか分からないことから、簡単に施設投資が出来ない点であ
る。また、仮に保管庫を建てたとしても飼料用米専用倉庫ではなく、汎用性が有り、他
の作物にも振替可能な倉庫を建てる予定である。

今後も水稲作付面積の維持を基本に考えているが、一戸当たりの農地面積の規模拡大が••
今後も進んでいけば水張転作だけでは対応できないので、畑転作も視野に入れた対応を
検討して行く。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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新砂川農業協同組合
〈空知管内〉

飼料用米作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 52ha
（内ＳＧＳ　12ha） 1,702ha

26 年産 0ha 1,654ha

取り組み概要

◆飼料用米生産の背景、経緯

ＪＡでは主食用米の生産を第一に考えており、特別栽培米や高度クリーン米への取り組み••
にも力を注いでいる。しかし、生産数量目標の関係から主食用米の作付けには限界があ
るため、手取りの高い加工・備蓄米での水張転作を行ってきた。ＪＡでは今後主食用米の
更なる生産が可能となった際、主食用米の作付けを行える状態にしておくため水張転作
を前提としており、そこへ飼料用米という選択肢も増えたため、平成 27 年から加工・備
蓄米よりも手取りの高い飼料用米への取り組みを始めた。

さらに、先駆的な飼料用米の取り組みを行うべきと考え、平成 27 年 12 月よりＪＡ新すな••
がわ旧玄米ばら施設にてＳＧＳの生産を開始した。

◆作付概況

〈管理方式〉
一括管理および区分管理••
→一括管理が 40ha、残り 12ha は区分管理でＳＧＳの原料としている。

〈飼料用米作付品種〉
ほとんどが一括管理ということもあり、ＪＡとしては特定の品種を定めておらず、主食用••
品種による作付けを行っている。

〈作付形態〉
移植栽培（一部直播栽培）••
→一部「大地の星」での直播栽培（6ha）があるが、基本的には移植栽培で作付けを行っ
て　いる（46ha）。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
生産者が半乾籾の状態でＪＡ新すながわライスターミナルに持ち込んでいる。また施••
設を利用しない場合は、生産者が籾摺り、乾燥調製を行い、30kg の紙袋に詰めてＪＡ

◆飼料用米作付面積
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● 新砂川農業協同組合

まで搬入している。ライスターミナルではＳＧＳに使用される飼料用米（籾）も保管してお
り、調製する際にＪＡ新すながわ旧玄米ばら施設まで運ばれる。

飼料用米は主食用米と同じ施設で調製を行うため、主食用米と同様に網を通すことなる。••
その際に網下米が発生し、重量が減ってしまうため、新たに網下米を元のラインに戻す
通路の整備を行った。

乾燥後の水分は農水省の検査規格に合わせて 16％以下に調製するが、長期保管の可能性••
があるため、実際は 15％以下に水分調製を行っている。

〈保管方法〉
フレコン保管および紙袋保管••
→フレコンおよび紙袋（直接搬入時）の形態でＪＡ新すながわライスターミナル及び農業
　倉庫にて分別して保管している。

〈出荷方法〉
フレコン出荷および紙袋出荷••
→フレコンおよび紙袋での出荷を行っている。

◆サイレージ等（ＳＧＳ）の取り組み

ＪＡ新すながわライスターミナルでは、主食用米の取扱い品種が多く、特別栽培米や高度••
クリーン米も区別し受け入れを行うため、現在のビン数では足りない状況になりつつある。

主食用米を第一に考えており、飼料用米は水張面積維持のために行っている。今後も現••
在の交付単価の水準が維持されるのであれば、飼料用米は増加していくことが考えられる。

また、ＳＧＳに関しては将来的に耕畜連携を図り、全量地元利用で完結できるようにして••
いきたいと考えている。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）

ＳＧＳ

製 造 ＳＧＳの原料である飼料用米（籾米）をＪＡ新すながわライスターミナルで乾燥
調製（16％程度）した後、ＪＡ新すながわ旧玄米ばら施設にて製造を行う。

主 な 出 荷 先

当初は地区内の酪農家に対し耕畜連携も兼ね利用を見込んでいたが、乳牛に
対するＳＧＳの試験結果が少ないことに加え、利用を考えていた地区では既に
自家用デントコーンの栽培が行われており、結果的にＳＧＳを利用したいとい
う美深町の肉牛農家へ全量出荷している。

輸 送 コ ス ト 全て出荷先負担である。

添 加 剤 ＢＩＯ−ＰＫＣ（バイオ・ピーケーシー）→粉末状であるため、製造工程の加水
時に添加剤を入れて撹拌させる。
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上川中央農業協同組合
〈上川管内〉

飼料用米作付面積 ＷＣＳ用稲作付面積 （水稲作付面積）

27 年産 82ha
（内もみ米サイレージ　68.2ha） 48ha 1,302ha

26 年産 46ha
（内もみ米サイレージ　33.1ha） 46ha 1,299ha

取り組み概要

◆飼料用米等生産の背景、経緯

平成 13 〜 14 年に行われた米の緊急需給調整対策の際、青田刈りをするのであれば飼料••
用にしたいという想いと、愛別町では以前から牧草・麦・大豆を転作作物として作付け
していたが、山間部は透排水性の悪いほ場が多く、取り組みやすい作物が求められてい
た。以上の背景および経過の中、平成 15 年よりＷＣＳの生産を試験的に始めた。

平成 17 年には稲作農家 6戸で「愛別町稲発酵粗飼料生産部会」を設立。設立当初は町内••
や隣接町村の畜産農家に供給し、平成 21 年からは試験利用を決めた十勝管内の畜産農家
への供給を始めた。

飼料用米は平成 22 年の戸別所得補償モデル対策において、新規需要米（米粉用米、飼料••
用米、ＷＣＳ用稲等）が助成対象となったことに伴い作付けが始まった。生産者は稲（米）
を飼料にすることへの抵抗を感じていたが、先駆けてＷＣＳに取り組んでいた事もあり、
徐々に生産者へ浸透した。

また、ＳＧＳ（ソフトグレインサイレージ）は平成 23 年に合同会社Aのーが飼料用米破砕••
機を導入し、加工調製に取り組み始めた。ＳＧＳの原料は主食用米と刈取り時期をずらす
ため、刈取りを最後に行う。よって、ＳＧＳの原料は完熟籾となり、合同会社Aのーでは
未熟籾を原料としたＳＧＳと区別し、完熟籾を原料としたもみ米サイレージとして製造し
ている（以下、ＳＧＳをもみ米サイレージと記載）。

◆作付概況

〈管理方式〉
飼料用米（もみ米サイレージを除く）………… 一括管理••
→区分管理にしていないのは、収量のとれる品種がない中、数量払いの満額確保を目
　指すには、その分施肥や防除の必要があるため。

ＷＣＳ用稲、飼料用米（もみ米サイレージ）…… 区分管理••
→もみ米サイレージの原料は農薬散布をせずに栽培する必要があるため、区分管理で
　行っている。

◆飼料用米等作付面積
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● 上川中央農業協同組合

〈飼料用米作付品種〉
飼料用米専用の奨励品種がないため、極力収量性の高い品種（「きらら 397」）での作付け••
や、主食用米との刈取り時期をずらすために、熟期が主食用米と重ならない早生系もし
くは晩生系の品種も作付けしている。なお、一部でもち米（「風の子もち」）の作付けも行っ
ている。

〈作付形態〉
移植栽培••
→ＷＣＳやもみ米サイレージは籾のままサイレージにして家畜に給与するため、農薬の
　散布を行わない。そのため徹底したほ場の管理や、隣接するほ場への病害虫（特にい
　もち病）の発生を防止するため、疎植による栽培を行っている。

◆飼料用米の受け入れ・調製・保管・出荷（WCS、もみ米サイレージ以外）

〈ＪＡ施設の対応、受け入れ、調製方法〉
基本的に飼料用米は生産者が籾摺り、水分 15％以下に乾燥調製を行い、フレコンでＪＡ••
に出荷する。ＪＡは検量後、そのままフレコンでＪＡの倉庫に保管している。

愛山地区では愛山ライスセンターで玄米を受け入れ、籾摺りや乾燥調製後、ＪＡの倉庫に••
て保管する。

〈保管方法〉
フレコン保管••
→全てフレコンで倉庫に搬入されるため、そのままフレコンにて保管している。

〈出荷方法〉
フレコン出荷••

◆サイレージ等（ＷＣＳ、もみ米サイレージ）の取り組み

ＷＣＳ もみ米サイレージ

製 造

ＷＣＳ作付者らで構成されている「愛••
別町稲発酵粗飼料生産部会」が利用
者の需要を取りまとめ、その後需要
量に合わせ、作付量の調整を行う。

実際の作業（刈取り、製造、保管）は••
Aのーが受委託し行っている。

サイレージ化した際に余計な水分が••
あるとカビが発生する恐れがあるこ
とから、刈取りはなるべく水滴がつ
いていない晴れた時に行う必要があ
る。

もみ米サイレージの原料（籾米）は、••
愛山地区を除き、生産者による乾燥
調製（もみ米サイレージは製造工程
で加水するため水分は 18％〜 20％
の乾燥としている）の後、ＪＡの倉庫
に一度保管する。

もみ米サイレージは全て合同会社A••
のーが製造しており、Aのーが必要
な原料をその都度倉庫から引き取っ
て行く。

愛山地区では愛山ライスセンターに••
て飼料用米（籾米）を受け入れ、乾燥
調製を行うが、その後はＪＡの倉庫
に保管せず、直接Aのーへ引き渡し
ている。



もみ米サイレージの出荷先は遠方であることが多い。現在、輸送コストは出荷先が負担••
しているが、今後運賃が高くなれば、たとえ品代が他の飼料より安くても取引数量は減
少することが想定される。

主食用米の需要や生産数量目標の減少が見込まれる中、水張面積の維持が必要と考えて••
おり、加工・備蓄米と共に飼料用米等の作付けを行っていく。飼料用米（玄米）について
は、現在、他のＪＡや生産者から入手可能なため今後の需要はあまり無いと考える。また、
WCSについても栽培開始から 10 年が経過し、畜産農家のニーズも変化しつつあること
から、需要が拡大しているもみ米サイレージの生産に向けて飼料用米（籾）の作付拡大を
推進していく。更に今後は、飼料用米の特徴を活かした畜産物の高付加価値化への取り
組みにも力を入れていきたいと考えている。

現在は一部で行っている直播栽培であるが、各生産者の育苗施設も限界にきていること••
から、今後は増加すると見込んでいる。

特にもみ米サイレージに関し、他のＪＡと生産・流通の広域ネットワーク化を図れないか••
検討している。また需要先も年々増加しており、平成 27 年では需要が供給を上回り、生
産が追い付いていない状況にある。当ＪＡと同品質のもみ米サイレージの製造が可能であ
れば、より出荷先に近いＪＡからの出荷が可能となり、輸送コストの削減が可能となる。

今後の課題

今後の取り組み　　（生産数量目標の配分が減少することを前提とした場合）
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ＷＣＳ もみ米サイレージ

保 　 管 保管は出荷作業の効率化のため 1か••
所に保管する。

Aのーでは製造後出荷までの間、サ••
イレージの保管も行っている。

主な出荷先
白老、足寄、帯広へ出荷••

一部地元畜産農家への出荷を行って••
いる。

上川、足寄、別海、中標津へ出荷••

平成 27 年度から試験的に地元畜産••
農家への出荷を行っている。

輸送コスト 全て出荷先負担となっている。

添 加 剤

パワーリキッド
→ＷＣＳ用稲を刈り取り後ラッピングする
　際に直接添加出来るよう、BIO−PKC
　（バイオ・ピーケーシー）を液状にしたもの。

ＢＩＯ−ＰＫＣ（バイオ・ピーケーシー）
→粉末状であり、製造工程の加水時に
　添加剤を入れ撹拌させる。

〈もみ米サイレージ利用者の声〉
上川管内でもみ米サイレージを利用している酪農家によると、給与を始めてから乳量が••
安定するようになり、乳房炎の発症もほとんど発症しなくなったとのことだった。ただ、
もみ米サイレージを４か月程しか給与できていないため、今後は通年での給与を行い、
効果が確かなものか経過観察していくとのことだった。

　　　※製造工程については別添参照
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WCSの製造について（愛別町） 

収 穫 

調 製 

運び出し 

トラックにて出荷 

▲コンバイン型専用収穫 

▲自走式ラッピングマシーン（手前）

給 与

資料：上川農業改良普及センター「愛別町における稲WCSの栽培・加工・利用方法」を基に作成

▲汎用型収穫機 

保 管 

〈別添〉

○収穫時期：8月中旬～10月中旬（糊熟期～黄熟期）

○使用機械：専用収穫機（コンバイン型・汎用型）
　　　　　　・コンバイン型収穫機…320㎏/ロール
　　　　　　・汎用型収穫機……360㎏～400㎏/ロール

○作業時期：8月中旬～10月中旬（収穫と同時）

○調製方法：自走式ラッピングマシーンを使用し、専用
　　　　　　収穫機で収穫したロールベールを密封する。
　　　　　　密封する際には、液状にした添加剤を吹き
　　　　　　かけ、サイレージ化する。
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もみ米サイレージの製造について（愛別町）

収穫・調製 保管（原料）

サイレージ製造（「合同会社Aのー」で実施）

①　原料のみも米 ③ 「サイレージ調整剤」の添加

⑤ 混合もみ米のフレコンバック詰め 

⑥ 計量 ⑦ 密封

（吸引機で空気を抜く）  

⑧ 保管

（鉄枠はネズミ対策）  

②　もみ米を粉砕

④ 加水（35％程度）、粉砕もみ殻を混和 

出　荷 

給　与 

資料：上川農業改良普及センター「愛別町におけるもみ米サイレージの栽培・加工・利用方法」を基に作成

○収穫時期：9月中旬～10月上旬
　　　　　　一般栽培稲の収穫を終えて
　　　　　　から収穫する。

○乾燥調製：18％～20％程度に水分調整

○保管期間：9月～翌年4月

○保管方法：ＪＡ倉庫およびAのー倉庫に
　　　　　　おいて保管する。出荷に応じ
　　　　　　て保管場所から、サイレージ
　　　　　　調製施設に移動する。
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飼料用米関連資料
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資料：農林水産省「27年産新規需要米取組計画の提出（パンフレット）」
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資料：農林水産省「27年産新規需要米取組計画の提出（パンフレット）」
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※「道内ＪＡにおける飼料用米取り組み事例集」は

　以下のＪＡ北海道中央会のホームページでご覧になれます。

　http://www.ja-hokkaido.jp/category/member/agriculture/


